
ローマ市の弁論家マリウス・ウィクトリヌスのアリウス主義者カンディドゥスへの手紙

イエスはオン
（在るもの）全体
である

神はプロオン
（先なる在るも
の）全体である

いまや実在と生
命と知性の内に
あって、あらゆる
意味で完全な
オンである

これこそ子であ
り、すべてを包
括するロゴス
（言）である

彼からすべての
名が生じる

神はすべてのも
のの原因である

原因はいまだオ
ン（在るもの）で
はないものなの
で

13.神はすべて
の在るもの（オ
ン）と本当に在
るものども（オン
トース・オンタ）
を超えているゆ
えメー・オン（在
らぬもの）である

5.神は在るもの
どもと在らぬも
のどもとの原因

4.在らぬも
のの考え方

6.在るもの
の考え方

実在するこ
との欠如と
して

他のものと
の異なりの
本性として

いまだ在り
はしない
が、将来在
り、在りうる
可能態とし
て

在るものす
べてを超え
る存在とし
て

神はオン（在る
もの）を超えて
いる限りにおい
て

神はオン（在る
もの）もの生成
の原因という点
でオンである

ゆえに神を
父と呼ぶ

世界と天上
のものすべ
てが自存し
在るなら欠
如という意
味のメー・オ
ンはない

在るものか
らそれらの
欠如の想像
としてある

8.本当に在
るもの（オン
トース・オン
タ）

8.単に
在るも
の（オン
タ）

8.本当に在らぬ
ものではないも
の（メー・オン
トース・メー・オ
ンタ）

8.在ら
ぬもの
（メー・
オンタ）

本当に
在らぬも
の

11.神の充溢（万物は
神に満ちている）は本当
に在らぬものが在ること

を許さない

可知的
なもの

英知的
なもの

可能態
と本性

表象として在る
もののみが思考
の内に実在する

本当に在らぬものが語
られたり存在することは

冒涜である

12.アリウス主義者は云
う。神は原因であり唯一
でもあるので、

「本当に在るもの」では
なく、神の子は在らぬも
のから、生まれることな
く造られることによって

生じた

神が在らぬも
のに属すると考
えることは冒涜
である

反駁

オンとしてもまたメー・オン
としても知られるのではなく
て、無知において英知的な
ものとして知られる

実体である
質量（ヒュ
レー） 実体で

ある魂

理解する

在るもの
の知解の
転回に
よってつ
かむ

在るものの
知解の転
回によって
つかむいわば在る

ものを区切
る境目

境目は姿な
きもの

何かである

在らぬものがあるの
だから、本当に在ら
ぬものではないもの
がある

魂を与えら
れているも
の

10.魂をもっ
ている限り
においてオ
ンタ

10.変化しうる
質料と変わりや
すい性質をもつ
限りにおいて
メー・オンタ

知性的である限
りにおいて、また
自らによって動
かされている限
りにおいて、魂
である

規定されること
によって性質と
言われるが、そ
れ自体によって
は性質であり得
ず、常に質料的
なものである

12.神は一にして唯一
なのであり、神が多を
望んだとしても、一なる
神ご自身がではなく
て、一であるところのも
のが多であることを望
んだ

14.在るものを超え
ている自分自身か
ら神は在るものを生

みだした

14.隠れているもの
が顕になることが生

成である

14.可能態において
在るものだったもの
が働きにおいて在る
ものとして明るみへ
ともたらされる

初めにロゴスが
あったと言われ
た

この初めとは他
の初めがその
先にくるような
初めではない

16. 「初めなく」
とは、もしその
ようなものがあ
り、それが初め
と呼ばれるなら
ば初めである。

初めにあったも
のは永遠に神の
内に在るか、神
とともにいるか
のどちらかであ

る

イエスは在るもの（オ
ン）であること、彼はロ
ゴスであること、初めに
あったこと、神とともに

あったこと

これらのこと
が、イエス
が子である
ことを示し
ている 在るもの（オン）は自分の父

の内にある自らに固有な力
によって、隠されていた在る
もの（オン）それ自体が現
れるという仕方で生成した

それゆえ在らぬものか
らイエスが生じたという
教えは廃棄されなけれ
ばならない

17. イエスがロゴス
であるなら、ロゴス
とは父の現実化す
るなんらかの力であ
り、動きの内にあり、
可能態の内にでは
なくて、現実態の内
に自らを立てるもの

ロゴスによって
すべてのものが
生じ、ロゴスな
しには何も生じ
なかった

なぜロゴスは神
とともにあった
のか

ロゴスもまた神
で、神とともに
初めにあった

しかし神は沈黙
し、休らっている
ロゴスである

19. 存在することそれ自体は動くこ
と、知解すること、つまり行うことで
あるが、造り上げる力であることに
よって第一のもの

行いの内において
存在することは、第
二のものであり、こ
れが子であること

父である存在することそれ自体は、
存在することであるからこそ、行う
ことであり、働くことである

それゆえ父の内に
子がいて、子の内に
父がいる

20. このことはどうして起こった
のか

父と子は同時ではあるが、
二つのものが同時なのでは
なくて、一であり、唯一であ
り、単純であるということ

神とともにあった言（ロゴ
ス）は、神と別のものとして
在ったのではないし、神と
別のものによってあったの

でもない

働くことがその内に内在す
るところの存在することこそ
が第一のもの

力の発現と
いう点で二
つである

単純性の観点
から一にして唯

一

存在することが行いの原因
であるならば、行うことは存
在することそのものから生

まれて来る

存在することは父であり、そ
れゆえ働くことは子なので

ある

21. この生成、あるいは行いの現
れとは何か

時間の意味で受け取ってはな
らない、つまりわれわれの思考
による第一ととってはならない

行いは神の意志から発してお
り、行いそのものは意志そのも

の
ロゴスは神の内にある神そのも
のであり、自己自身を生み出す
動きによって、存在することそ
のものから自らに固有の存在へ
と、つまり行うことそのものへ

と、発出する

こうして行うことそれ自体が
現れ、これがすべてのもの
を造った

かの存在することが行うことと
存在することを所有しているよ
うに、この行うことは存在するこ

とも所有している

それゆえこれらは二
つは一にして単一23. イエスは無から生じたのではな

い。行いそれ自体がまさに存在すること
そのものの内にもすでにあったからこ
そ、存在することそのものから行いが
現れた

またイエスは神と同
一本質（ホモウーシ
オス）である働きにおいては外に、存在する

ことにおいては内に、父の内に
いるから。イエスは神の内にい
る神であるが、他方行いにおい

ては子である

彼のいるいたるところで彼
は存在であり行いであっ
て、このような仕方で父も
子も神でありロゴスである

24. イエス・キリストが何か別のもので
あって、無に由来するという、神を冒涜
する理解はどこにその余地があるのか 本当に在らぬものは偽であ

る。それゆえ神は本当に在
らぬものを考えることはな
いわれわれを誤らせるのは、神が

本当に在らぬものから在るもの
を造ったとすれば神の力はより
いっそう偉大であると信じること

神の力がそれを存在させる
べく関わっているそのもの
以外は、力は生み出しはし

ない

本当に在らぬものには、
けっしてどのような力も
関わることはない

在らぬものから在るものが生成
するとすれば、可能態における
存在として、かの在らぬものど
も（メー・オンタ）はすでに在る
ものども（オンタ）だったのです

それゆえに、われわれは、隠さ
れてあり、可能態においてあっ
ていまだ現実態としては現れて
いなかったかのものどもが存在
するとは言わなかった

すべては神の内にあったから。
在るものの種子はロゴスであ
り、ロゴスは神の内にあった。
働きによってすべてのものが出

現し、造られた

26.神は人間を、獣や他のすべ
てを塵から造った。また神は水
から鳥と水の内に住むものの生
きた魂を造った。これはあるも
のから別のものを造ったという
ことであり、これこそが在らぬも
のからということ

28. だが実体がいまだ実
在していなかったのに、ど
のようにして同一本質（ホ
モウーシオス）なのか

神より後のものによって、名
は見出され採用された。神
にふさわしい名を見出すこ
とはできないので、われわ
れは知っているものによっ
て神を名づけている。

神は万物を超えて実在する
がゆえに、在るもの（オン）
として存在するのではない
けれども、在るもの（オン）
であるかのようにわれわれ

は語る

神は、他の実体とは別の仕
方で、その存在と関係して
いるのですが、このような
仕方でわれわれは神に実
体と実在とを帰し、神の存
在を実体（ウーシア）と呼ぶ

29. 同じようにキリストは造
られたと言われているとき、
それはキリストが本来の意
味で造られたと言われてい
るのではない

キリストは一なるものでありな
がら、万物の内にあり、また彼
のうちに万物があるため、彼は
万物の内に万物として造られた

と言われている

キリストが造られて存在す
るようになったという意味で
はなくて、しかじかのものと

なったという意味

31. 他の書物によって、す
べての発出、降下、還帰が
聖霊の助けにより明らかに

された
聖霊は子でもあるのに、そ
の固有な働きによって子と
は異なる。ちょうど子が、存
在するということによっては
父であるのに、働きによって
父とは異なるように

一にして同として存在して
いるこれら三つのものに、一
つの神性があり、多に分た
れない権能がある。神との
類似性（アンティテア）も不
類似性（アテイア）もない


